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町社会福祉協議会（会長　森田孝二郎）では、介護予
防の重要性を理解し地域での介護予防を実践できる人を
育成するのを目的に介護予防サポーター研修を開催しま
した。
このほど、中級の計３回の研修が終了し介護予防サポ

ーターの認定証の交付が行われました。

介護予防サポーター研修

認定証の交付
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▼認定証の交付
▲講習会

吉岡町消防団（団長　桑原良樹）では、火災防御戦術
の訓練と、地域住民の防火意識を高めることを目的に漆
原天狗岩用水発電所南側で行われました。
当日は町消防団５個分団団員総勢60名および消防南分

署職員のきびきびした動作および手際により、水利の防
火水槽から仮の火元へ迅速に放水し消火しました。

粋だね

模擬火災訓練が行われました

町体育協会グラウンドゴルフ協会は部員を集め河川敷
グランドの整備を行いました。部長の松岡恵一さんは
「自分たちで使うところは自分たちで整備しよう」を合
言葉に部員約100名を２日間に分けてグランドの土い
れ・ゴミ拾いなどを行いました。

きれいになりました

緑地運動公園清掃

町防犯委員会（会長　森田孝二郎）では、町内の両小
学校、中学校へサスマタ、防護盾を寄贈しました。
「こうしたものが使われる事態になってしまっては困

るが、何かあった時のための備えや、抑止力になってく
れれば」と森田会長は語ります。今後も防犯委員会では
パトロールや青色防犯灯の推進など、地域安全へ取り組
みます。

ありがとうございました

学校の安全へ
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大久保の栗田善次郎さんが、100歳のお誕生日を迎えまし
た。そこで、町と社会福祉協議会では、慶祝訪問を行い顕彰
や記念品を贈りました。
善次郎さんは明治40年２月28日生まれ。昨年末までは畑

仕事をしていたという善次郎さん。戦時中はリアカーを引っ
張って東京から吉岡まで疎開したというお話も。本人が長生
きするという気持ちをもつというのが長生きの秘訣と語って
くれました。これからもお元気でいてください。

大久保の栗田善次郎さん

100歳おめでとう！

町ではふれあいやすらぎ公園の完成祝いを２月28日に行
いました。
この公園は役場南側の吉岡川周辺を平成８年度から事業を

始め、群馬県の河川改修事業にあわせて整備したもので、護
岸の一部では川面まで降りられる構造になっています。
公園の一部には地域の皆さんで植栽した芝桜もあります。

芝桜の咲く季節が今から待ちどおしいですね。

吉岡川河川改修事業

ふれあいやすらぎ公園完成

大久保かんぱい組合（組合長　小材恒久）では組合設立当
初の目的が達成され、３月末日をもって組合は解散すること
となりました。
組合では、解散に伴う剰余金のうち80万円を町に寄付して

いただきました。
あたたかい心ありがとうございました。

大久保かんぱい組合から町へ寄付

あたたかい心ありがとう

吉岡町子ども会育成連絡協議会（会長　内田伸一）では、
３月10日にサケの稚魚を利根川に放流しま
した。
この稚魚は昨年12月、希望者に配られた

卵から孵化した稚魚で、約３ヵ月かけて体長
５～７cmに育てられました。
４～５年後、吉岡に戻って来ることを願い

みんなで見送りました。

元気に帰ってきてね

サケを放流しました


